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サポートパック内の これより実効値と

最大予測加速度を簡単に求めることができます(図8)。
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同様に X方向、Y方向に関しても PSDモーメント計算機で求められます（表 2）。 
 

表 2．PSDモーメント計算機で得られた結果（加速度） 

X方向変位 
実効値(Gal) 21.04 
最大予測加速度(Gal) 111.7 
実効倍率 5.308 

Y方向変位 
実効値(Gal) 32.34 
最大予測加速度(Gal) 172.0 
実効倍率 5.314 

 
 また同様に変位に関してもPSDモーメント計算機により、実効値、最大予測変位、実効値
倍率が表3のように求められます。 
 

表 3．PSDモーメント計算機で得られた結果（変位） 

X方向変位 
実効値(cm) 0.2628 
最大予測変位(cm) 1.238 
実効倍率 4.712 

Y方向変位 
実効値(cm) 0.05959 
最大予測変位(cm) 0.2874 
実効倍率 4.823 

Z方向変位 
実効値(cm) 1.102 
最大予測変位(cm) 5.194 
実効倍率 4.714 

 
表 1・表 2から、2004年 10月 23日の新潟地震（上下地震波）では、建築構造物には最
大で 561.6Gal の加速度がかかるものと予測され、変位は最大で Z 方向に 5.194cm 変位す
るものと予測されます。 
したがって、この地震波を基準に耐震設計する場合には、この最大予測加速度を見越し

た設計が必要となります。 
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解析を行いました。解析結果は弊社が独自に提供するサポートパック内の

解析モジュールは強力且つ簡単に扱えるモジュールといえます。

のランダム応答


